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(百万円未満切捨て)

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 83,560 14.1 4,234 20.1 3,238 △25.9 1,503 △35.8

27年３月期第２四半期 73,259 12.2 3,525 32.4 4,368 52.9 2,341 86.0

(注)包括利益 28年３月期第２四半期 1,020百万円 (202.9％) 27年３月期第２四半期 336百万円 (△95.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 60.72 60.24

27年３月期第２四半期 112.47 111.58
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 148,910 97,092 54.7

27年３月期 148,704 97,710 54.9

(参考) 自己資本 　28年３月期第２四半期 81,481 百万円 27年３月期 81,663 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　27年３月期 － 11.00 － 40.00 51.00

　28年３月期 － 34.00

　28年３月期(予想) － 40.00 74.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 165,000 9.5 9,500 16.0 9,400 △11.7 5,200 △10.0 209.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 25,055,636株 27年３月期 25,055,636株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 285,791株 27年３月期 285,791株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 24,769,845株 27年３月期２Ｑ 20,817,732株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了していません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料Ｐ.３「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・当社は、以下のとおり機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料、主なＱ

＆Ａ等については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。

　・平成27年11月20日（金）・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会

・上記決算説明会のほかにも、当社では、個人投資家の皆さま向けに適宜、事業・業績に関する説明会を開催していま

す。開催の予定等については、当社ホームページをご確認ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国での雇用情勢の改善や欧州経済のユーロ安による輸出の改善な

どにより持ち直しつつあるものの、足元の中国での景気減速や米国での利上げ予想など、先行き不透明な状態が続いて

おります。

　一方、日本経済は、物価上昇率低下に伴う実質所得の下げ止まりを背景に個人消費主導で緩やかな回復が続いていた

ものの、名目賃金の伸び悩みなどから足踏み状態となっております。

　当社グループが関連する自動車業界におきましては、米国及びメキシコでは増産傾向が続いており、中国では経済の

停滞感はあるものの堅調に推移しておりますが、国内市場では増税による駆け込み需要の反動減などにより厳しい状況

で推移いたしました。

　このような状況下におきまして、当社グループは新中期経営計画「Yorozu Spiral-up Plan 2017」の初年度として、

計画に掲げた諸施策を推進しているところであります。海外展開では、予てより検討中であった欧州事務所については

2015年７月に、米国第２生産拠点については2015年10月にそれぞれ設立を決定し、現在準備を進めております。

　当第２四半期の売上高は、既存拠点及び海外新拠点の販売増や円安による増加効果などにより、前年同期比14.1％増

の83,560百万円となりました。利益面では、米州を中心とした売上増加効果に加え、「最大の効率と徹底したミニマムコ

スト」をポリシーとし、全社を挙げての原価低減活動の結果、営業利益は前年同期比20.1％増の4,234百万円となりまし

た。また、経常利益は前年同期での為替差益の計上から当第２四半期では、ブラジルレアル、メキシコペソ、インドネ

シアルピアなどの新興国通貨の下落に伴う為替差損の計上などにより前年同期比25.9％減の3,238百万円、親会社株主に

帰属する四半期純利益は前年同期比35.8％減の1,503百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間の為替換算レートは、120.30円／ドル（前第２四半期連結累計期間は102.46円／ド

ル）であります。

　セグメントの状況は、以下のとおりであります。

① 日本

　ロイヤルティは増加したものの、国内売上の減少や金型・設備売上が減少したことなどにより、売上高は前年同期比

15.0％減の23,695百万円、セグメント利益は前年同期比28.1％減の2,357百万円にとどまりました。

② 米州

　米国、メキシコの売上増加及びメキシコ第２拠点の本格稼働などにより、売上高は前年同期比28.4％増の39,768百万

円、セグメント利益は前年同期比65.2％増の765百万円となりました。

③ アジア

　タイ及び中国の円安に伴う売上増加効果などにより、売上高は前年同期比11.3％増の26,742百万円、セグメント利益

は前年同期比10.4％増の776百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　（資産の部）

　流動資産は、前連結会計年度末と比べ874百万円増加の62,610百万円となりました。これは、「仕掛品」が902百万円

増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比べ668百万円減少の86,300百万円となりました。これは、「有形固定資産」の

「機械装置及び運搬具」が1,012百万円増加しましたが、「有形固定資産」の「その他」に含まれる建物が946百万円減

少したこと、また、「投資その他の資産」に含まれる投資有価証券が312百万円減少、その他投資が209百万円減少した

ことなどによります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末と比べ205百万円増加の148,910百万円となりました。

（負債の部）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ6,035百万円増加の35,331百万円となりました。これは、「支払手形及び買掛

金」が1,161百万円増加、「1年内返済予定の長期借入金」が4,497百万円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ5,212百万円減少の16,485百万円となりました。これは、「長期借入金」が

5,100百万円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末と比べ823百万円増加の51,817百万円となりました。

（純資産の部）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ617百万円減少の97,092百万円となりました。これは、「その他の包括利益

累計額」の「為替換算調整勘定」が457百万円減少したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向等を踏まえ、平成27年８月６日の第１四半期決算発表時に公表いたしました平成28年３月期（平成27

年４月１日～平成28年３月31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。

記

１．平成28年３月期 連結業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

　 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ)

（平成27年８月６日 発表）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

165,000 9,000 9,100 4,800 193.78

今回修正予想(Ｂ) 165,000 9,500 9,400 5,200 209.93

増減額(Ｂ－Ａ) 0 500 300 400 ―

増減率(％) 0.0 5.6 3.3 8.3 ―

前期実績（平成27年３月期） 150,717 8,188 10,639 5,775 253.45

２．修正の理由

　通期の連結業績見通しにつきましては、当第２四半期の実績及び最近の事業環境を踏まえ、上方修正いたしました。

　なお、当連結業績予想における子会社財務諸表の換算は、次のレートを前提としております。

　１USドル＝115.00円、１メキシコペソ＝7.00円、１タイバーツ＝3.20円、１中国元＝18.00円、

　１インドルピー＝1.80円、千インドネシアルピア＝8.50円、１ブラジルレアル＝30.00円

　＊上記の予想は、本資料の発表時における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等

を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資

本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしま

した。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更い

たします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っており

ます。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財

務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び事

業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　 なお、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,194 18,244

受取手形及び売掛金 21,833 22,382

電子記録債権 1,684 1,835

製品 5,401 4,529

原材料及び貯蔵品 880 886

部分品 2,848 3,054

仕掛品 3,490 4,392

その他 7,418 7,299

貸倒引当金 △16 △17

流動資産合計 61,735 62,610

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 41,493 42,506

その他（純額） 31,272 30,172

有形固定資産合計 72,765 72,679

無形固定資産 1,049 916

投資その他の資産 13,153 12,704

固定資産 86,968 86,300

資産合計 148,704 148,910
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,432 16,594

電子記録債務 2,373 2,781

1年内返済予定の長期借入金 2,201 6,699

未払法人税等 2,330 905

賞与引当金 993 1,199

役員賞与引当金 78 69

その他 5,885 7,081

流動負債合計 29,296 35,331

固定負債

長期借入金 17,600 12,500

退職給付に係る負債 1,689 1,674

その他 2,407 2,310

固定負債合計 21,697 16,485

負債合計 50,994 51,817

純資産の部

株主資本

資本金 6,200 6,200

資本剰余金 10,380 10,380

利益剰余金 62,040 62,553

自己株式 △249 △249

株主資本合計 78,372 78,885

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,478 3,221

為替換算調整勘定 457 △0

退職給付に係る調整累計額 △644 △624

その他の包括利益累計額合計 3,291 2,596

新株予約権 255 255

非支配株主持分 15,791 15,355

純資産合計 97,710 97,092

負債純資産合計 148,704 148,910
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 73,259 83,560

売上原価 63,785 72,731

売上総利益 9,474 10,829

販売費及び一般管理費 5,949 6,595

営業利益 3,525 4,234

営業外収益

受取利息 88 57

受取配当金 73 81

為替差益 994 ―

その他 44 77

営業外収益合計 1,201 217

営業外費用

支払利息 60 50

為替差損 ― 1,161

子会社開業準備費用 243 ―

その他 53 1

営業外費用合計 358 1,212

経常利益 4,368 3,238

特別利益

固定資産売却益 15 42

特別利益合計 15 42

特別損失

固定資産廃棄損 1 10

減損損失 4 4

投資有価証券評価損 ― 11

その他 1 0

特別損失合計 7 26

税金等調整前四半期純利益 4,376 3,254

法人税等 1,865 1,531

四半期純利益 2,511 1,723

非支配株主に帰属する四半期純利益 170 219

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,341 1,503
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 2,511 1,723

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 852 △256

為替換算調整勘定 △3,039 △467

退職給付に係る調整額 12 21

その他の包括利益合計 △2,174 △702

四半期包括利益 336 1,020

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 758 808

非支配株主に係る四半期包括利益 △421 211
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

　 【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 米州 アジア

売上高

外部顧客への売上高 18,432 30,823 24,003 73,259

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9,435 157 24 9,617

計 27,868 30,981 24,028 82,877

セグメント利益 3,278 463 703 4,445

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,445

セグメント間取引調整額 △920

四半期連結損益計算書の営業利益 3,525

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 米州 アジア

売上高

外部顧客への売上高 17,370 39,566 26,623 83,560

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6,324 201 119 6,645

計 23,695 39,768 26,742 90,206

セグメント利益 2,357 765 776 3,898

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,898

セグメント間取引調整額 335

四半期連結損益計算書の営業利益 4,234
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